
１．はじめに
２００７年１１月１５日２１時頃（バングラデシュ標準

時），サイクロン「Sidr」がバングラデシュに上陸
し，ベンガル湾沿岸のバングラデシュ南西部を中

心として，大きな被害が発生した。死者および行
方不明は４０００人を超えている。バングラデシュを
襲って過去に大きな被害を発生させたサイクロン
としては，バングラデシュ独立のきっかけにも

自然災害科学 J.JSNDS26-4391-396（2008）

３９１

２００７年１１月にバングラデシュ
を襲ったサイクロン「Sidr」の
被害調査報告（速報）

速報

林 泰一＊・村田 文絵＊＊・橋爪 真弘＊＊＊・Md.NazrulISLAM＊＊＊＊

Damageofthecyclone“Sidr”in
BangladeshinNovember,２００７

TaiichiHAYASHI＊,FumieMURATA＊＊,
MasahiroHASHIZUME＊＊＊ andMd.NazrulISLAM＊＊＊＊

Abstract

Bangladesh wasseriously damaged by thecyclone“Sidr” in themiddleof
November,２００７,whichisoneoftheseverestcyclonesinthelasttwodecadesyears.
Thetotalnumberofdiedandmissedpersonswasmorethanfourthousands,andthe
damagedpersonsaboutninemillion.Theminimum pressureof９４４hPaofthecyclone
andthepeakgustof６９ms－１ wereobservedatthetimeoflandingofthecycloneon
thecoastofBangladesh.Theheightofthestorm surgeandthehighwaveweremore
than５to６m abovethesealevel.Thepeakwaterlevelwashigherthanthealtitude
oftheembankment.Themostofthehousesweredestroyedcompletelynearthecoast
oftheBayofBengalandtheriver.
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なった１９７０年１１月の３０万人ないし５０万人の死者が
出た事例，さらに１９９１年４月の約１４万人の死者が
出た事例（Katsuraetal.,１９９１）がある。この２
つの事例に比べると，死者の数は格段には減っ
た。また，感染症などの二次的な被害の発生も少
なかった。
２００７年１２月１４日から２１日にかけて，バングラデ

シュの被災地での被害調査を実施した結果の速報を
報告する。この調査の主な目的は，サイクロン通過
時の気象資料の収集と被害の実態の調査であるが，
バングラデシュ気象局では気象資料が十分にまとめ
られてなく，台風の経路，気圧，風速などの推定値
のみ入手できた。主な被害現場はバングラデシュ南
西部のベンガル湾沿岸部であり，調査に入った時点
では道路などはかなり回復していた。

２．Sidrの気象状況
バングラデシュのベンガル湾沿岸に上陸したサ

イクロンの衛星画像を第１図に示す。インド気象
局（IMD）の気象衛星KALPANAによって，１１月
１５日０５３０UTCに撮影されたものである。直径が
約４００km，非常に発達した状態ではっきりした眼
を持っている。
バングラデシュ気象局（BMD）が報告したサイ

クロンの経路を第２図に示す。このサイクロンは
１１月１１日０６時（UTCバングラデシュ標準時は＋６
時間）に北緯８度，東経９２度のベンガル湾のほぼ
中央で発生し，１３日の１８時（UTC）頃まで北西に
進んだ。その後は，ほぼまっすぐに北上し，１１月
１５日１５時（UTC）頃にバングラデシュの沿岸に達
した。上陸後は北東に進路を変えて，ダッカの南
をからバングラデシュの北東部を通って，インド
のメガラヤ，アッサムに抜けた。上陸後は勢力が
急速に衰え，サイクロンの眼もはっきりしなく
なった。バングラデシュ気象局が発表した今回の
サイクロン“Sidr”の最低気圧は９４４hPa，最大瞬
間風速は６９ms－１である。この台風が通過した地
域にはいくつかの測候所があり，３時間ごとに気
圧，風向風速，気温，湿度，日照時間，雨量，雲
量などの基本気象要素を目視で観測している。ま
た，いくつかの観測所には自記記録装置（自記紙

にペン書き）も設置されているが，我々が滞在中
には入手できなかった。また，ダッカを始めとし
て４カ所に気象レーダが日本の援助で整備されて
いて，バングラデシュ全土をカバーしている。と
くに，ベンガル湾沿岸のコックスバザールにはド
プラーレーダが設置されている。今回のサイクロ
ンの経路に最も近いレーダサイトであるケプパラ
では，現在レーダがドプラーレーダに更新中で，
２００８年２月に運用が開始予定のため，今回のサイ
クロンの観測には間に合わなかった。これらの地
上気象観測記録や気象レーダの記録は，現在バン
グラデシュ気象局でまとめられていて，近々提供
され，より詳細な解析ができる予定である。
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第２図 PathofcyclonerepoterdbyBangla-
desh Meteorological Department.
TimeisUTC.

第１図 Satellite image of cyclone“Sidr”by
IndianMeteorologicalDepartment(IMD).
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３．被害の実態
２００７年１２月２７日現在，バングラデシュ政府の災

害管理機関（DisasterManagementBureau,２００７）
の発表では，死者３，３６３人および行方不明が８７１
人，破損した家屋が約１５２万戸，被災者の総数は
８９０万人に及ぶことが発表されている。

第３図に被災者数の地域分布を示すが，バング
ラデシュの南西部のベンガル湾沿岸に集中してい
る。とくに，世界遺産にも認定されている世界一
のマングローブの林である「シュンドルボン」の
東にあたるバゲルハット県，ボルグナ県とポツア
カリ県で，死者・行方不明の数が全体の約７割に
達している。

第４図はバゲルハット県のシャランコラ村の被

害である。この村はベンガル湾に流れ込むバレス
ワル川の沿岸の西岸で堤防を越える高さ約５-６m
の高潮や高波が発生したため，本来守られるべき
住宅や田畑に大きな被害が出て，付近の家屋は全
滅し、堤防の上にバラックを建てて生活してい
た。第５図はこの付近でなくなった人たちを埋葬
した墓である。この集落では２０数名の死者が出
た。第６図は家屋の被害でのようすを示す。バン
グラデシュの農家の家は盛り土をした上に簡単な
柱を組んで，屋根はトタン葺き，壁は竹を編んだ
構造であり，十分な基礎もなくほぼ自重のみで支
えている。このため，強風や高波などに対しては
大変脆弱な構造であり、今回のサイクロンのよう
に７０ms－１に達する強風や高波，高潮に遭遇する
と簡単に破壊されてしまった。第７図はクワカタ
の海岸に面していたリゾートホテルの被害であ
る。クワカタの海岸は広い遠浅の海岸で，バング

３９３

第４図 Barrackson the embankmentofthe
Baleswer River in the Bagherhat
District

第３図 Distributionofaffectedareareported
bytheDisasterManagementBureau

第６図 DamagedhouseinSharankhola

第５図 GravesforthedeathintheBhagerhat
District

Affectedpeople
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ラデシュ政府がベンガル湾東岸のコックスバザー
ルとともに，観光地として開発している。この建
物は海岸の堤防の外の海辺に面して建設されてい
て，外周の高さ１．５mほどのコンクリートの塀は
完全に破壊され，建物の１階部分では窓が割れて
海水が進入した。強風が吹いたと考えられる
が，２階のサッシ，窓ガラスは破損していなかっ
た。第８図はクワカタ海岸から約３００m内陸に
入った場所の家屋の被害である。この家屋は堤防
の内側にあったが，１階部分には海水が進入
し，２階は強風によって破壊された。
第９図は川岸に打ち上げられたフェリーボート

である。バングラデシュはガンジス河，ブラマプ
トラ河，メグナ河の３大河川が合流し，上流から
運ばれた土砂によって形成されている。このた
め，この３大河川の他に中小の河川が編みの目の

ように分布している。最近は，この中小河川にも
橋がかなり建設されてきて，フェリーボートによ
る渡河の数は減りつつあるが，地方ではまだまだ
フェリーが交通の要である。今回のサイクロンで
は，第９図に示すような小規模なフェリーが川岸
に打ち上げられて使用不能になったため，末端の
被災地への援助物資の輸送にも困難が発生した。
第１０図は収穫を前にした稲の被害である。大量

の海水が堤防を越えて水田に流入し，収穫直前の
稲はほぼ全滅した。今回のサイクロンの発生時期
は，降雨が集中する夏季のモンスーン期のあとの
ポストモンスーン期であり，通常，雨はほとんど
期待できない。海水によって冠水した田畑の塩分
は降水によって洗い流す必要がある。５月中旬以
降の時期のモンスーン期以降まで稲の作付けはで
きなくなった。２００７年には，バングラデシュ北部
で，夏季モンスーン期の７月と９月の２回の大洪
水が発生して，この地域の米の収穫が大幅に減少

３９４

第８図 Damaged house nearthe Kuwakata
coast 第１０図 DamagedricefieldinPatuakhali

第９図 Ferryboatflownuptotheriverbank

第７図 Damagedbuildingoftheresorthotel
intheKuwakatacoast
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した。加えてこのサイクロンによって，南部の稲
の被害が発生したため，バングラデシュ政府の備
蓄米をほぼすべて供出してしまい，米の価格が高
騰している。

４．まとめ
今回の被害は，１９７０年１１月の３０万人ないし５０万

人，１９９１年４月の約１４万人の死者数に比べると，
今回は格段にその数は減った。サイクロンの強さ
や規模は１９７０年，１９９１年（Hayashi，１９９１）のもの
に比べても，最低気圧や最大風速はほぼ同じ程度
であった。その大きな理由として，１９９１年のサイ
クロンによる大災害の後，各国の援助によって，
第１１図に示すような高床式のサイクロンシェル
ターが約２０００個建設され，避難場所としてうまく
機能したことが上げられる。しかしながら，その
数はまだまだ不足している。被災地の現場では，
避難しようとした人々を十分に収容しきれなかっ
たこと，一部のサイクロンシェルターはすでに老
朽化していること，管理不行き届きのためシェル
ターが開かなかったことなどが被災者への聞き込
み調査でわかった。また，１９９１年以降，今回ほど
の大きな災害をもたらすようなサイクロンが上陸
せず（Hayashietal.,１９９７），当時の記憶が忘れら
れてしまったことと，２００７年９月に津波予報が出
たものの，実際には発生しなかったため今回は避
難しなかった人たちに，多くの死者が出た。ベン
ガル湾付近のケプパラで建設中のレーダサイトを
第１２図に示す。このレーダは運用前であったが，
建物はほぼ完成していて，付近の住民５００名以上
が避難することができて，日本の援助に大変感謝
していた。
今回のサイクロンの死者数はサイクロンによる

被害発生後，約１週間で，現在の３３６６人に達し，
それ以降その数は増えていない。これは被災後の
二次災害がかなり抑制されたことを示す。一例と
して，被害が顕著であったシャランコラ村の医療
活動について述べる。第１３図はシャランコラ村に
入った医療チームの数を示す。感染症などの二次
被害を想定して，国防省から，サイクロン上陸前
にすでに２つの医療チームが派遣されていた。被

災後１０日目には１９チームが現地煮は入り，ほぼ
１ヶ月以上現地で活動した。第１４図にはシャラン
コラ村での患者数の時間的な推移を示す。被災後
１週間後に患者数が増加しているが，これは現地

３９５

第１２図 BMD KhepuparaRadar

第１３図 NumberofmedicalteamsinSharan-
kholaUpazilla

第１１図 CycloneShelter
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入りした医療チームの数が急増したことによる。
その後，１０００人から２０００人程度の患者数で推移し
ている。今回，下痢疾患などの感染症の大発生が
なかったことの大きな理由として，事前に医療
チームを配置していたことが上げられる。
バングラデシュ気象局の天気予報は，天気図解

析による予報しか行われてなく，数値モデル予報
は現在計画中段階で，導入は数年先である。この
ため，サイクロンの予報は十分な精度を持ち得て
いない。また，気象衛星やレーダの画像がテレビ
などのでも放映されず，サイクロンの接近を実感
として認識できない。また，避難情報の伝達も十
分ではなく，今回の大きな被害が発生した原因で
あるだろう。先に述べたように，「地震による津
波」と「サイクロンによる高潮，高波」の違いは，
地方の農民たちは全く理解できていなかった。バ
ングラデシュが洪水，サイクロンに加えて，竜巻
などのメソ気象擾乱などによる気象災害の多発地
帯であることを考えると，気象や地震について基
本的な理解を深める防災教育が必要である。

謝 辞
この被害調査を実施するに当たり，京都大学理

学研究科地球惑星科学専攻の２１世紀COEプログ
ラム（KAGI２１；余田茂男代表），科学研究費補助
金（基盤研究（A）安藤和雄代表No．１７２５５００２）
から旅費および現地活動費の援助を受けた。ここ
に感謝の意を表す。

参考文献
Disaster Management Bureau: Situation report,

SummaryofCycloneSidrResponse,pp.９,２００７.
Katsura,J:Storm SurgeandSevereWindDisasters

Causedbythe１９９１ Cyclonein Bangladesh,

Res.ReportonNaturalDisas.pp.１０１,１９９２.
Hayashi,T.:MeteorologicalCharacteristicsofthe

１９９１ Cyclone of the １９９１ Cyclone, Res.

ReportonNaturalDisas.pp.１０-３７,１９９２.
Hayashi,T.,N.Monji,T.Fujii,J.Matsumoto,M.R.

Rahman and M.H.K.Chowdhury and M.F.

Qayyum:StatisticalCharacteristicsofCyclones

in Bangladesh and Application ofObjective

AnalysisforthPeriod１９８１to１９９４,J.Natural
Disas.Sci.,No.２,pp.８３-１００,１９９７.

（投 稿 受 理：平成２０年１月３０日）

３９６

第１４図 Totalnumberofpatientsin Sharan-
kholaUpazilla


